
■府としてできることは？


　・人材育成


　　　＊すこやかネット等で中心となって活動するコーディネーターの育成


　・ネットワークづくり


　　　＊多様な活動主体との連携促進など持続的ネットワークづくりの好事例の


情報収集・発信


　・啓発、情報発信


　　　＊市町村の社会教育委員、公民館等社会教育施設職員等への働きかけ


　　　 ＊当課主催のボランティア研修等を通して地域で活動している人への働きかけ


　　　 ＊好事例の情報収集・発信





■市町村としてできることは？


　・場や機会の設定


　・人材育成　　


・ネットワークづくり等　





以下検討中





資料７





■めざす地域社会をつくるきっかけは？　


　・防災訓練を活用


　　　＊防災訓練の取組みを実施、災害が発生した時にだれもが避難できる仕組みになっているかを検証し、誰もが安全に避難できるような地域になるよう考える。


　・フェスタの振り返り


　　　＊既存のフェスタ等の取組みを振り返り、何か出来て、何が出来なかったのかを


分析し、今後どうすれば人のつながりが広がり強まるかを考える。








■活動の中心となるのは？


　・すこやかネットや学校支援地域本部のコーディネーター


　・公民館等社会教育施設職員　


　・新しく研修で育成していくコーディネーター





■めざす地域社会にするための場や機会を設定するのは？


　・すこやかネット（地域教育協議会）


　・公民館等社会教育施設　等





○だれもが独りにならない地域社会とはどんな地域をめざしているのか？


　　⇒地域の“解決が望まれる課題”が少しでも改善できるよう、個別課題に応じて、住民が行政や地域の既存組織やNPO・企業・大学等から専門的な助言や人材の協力ももらいながら、住民による見守り活動が行われている地域。


また、公民館等社会教育施設は住民どうし、及び、住民と行政、既存組織、NPO・企業・大学等が「つどい、まなび、つながる」よう、その役割を果たしている。





めざす地域に近づくために（案）





審議題　「だれもが独りにならない地域社会をめざして　


～さらなる多様なつながりによる教育コミュニティづくり～」































































































　








